
(57)【要約】

【課題】免震化施工中における構造物の安定性を確保で

きるうえ、工事進捗とともにその効果を向上でき、また

仮受ジャッキの設置および撤去などの煩雑な手間のない

既存構造物の免震化工法を提供する。

【解決手段】既存構造物１の柱直下における基礎１ａの

下部を所定の幅でトンネル状に掘削し、トンネル状空間

２内において複数のサポートジャッキ３１３を組込んだ

免震装置３を柱直下に設置し、サポートジャッキ３１３

間に油圧ジャッキ５２を配置し、柱荷重に相当するプレ

ロードを導入し、構造物荷重を周縁地盤から免震装置３

に移し換え、サポートジャッキ３１３を固定し、油圧ジ

ャッキ５２の油圧を除去してサポートジャッキ３１３の

間から撤去し、免震装置３の周縁を拡幅掘削する工程を

柱毎に繰返し、既存構造物の他方の側面に到達したら免

震装置３の下部に新築コンクリート基礎４を構築する工

程を各柱列毎に繰返し、隣接するコンクリート基礎４同

士を打継いで一体化する。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
既 存 構 造 物 の 一 方 の 側 面 か ら 他 方 の 側 面 に 向 け て 、 既 存 構 造 物 の 柱 直 下 に お け る 基 礎 下 部
を 所 定 の 幅 で ト ン ネ ル 状 に 掘 削 す る 工 程 、
前 記 工 程 に よ り 掘 削 さ れ た ト ン ネ ル 状 空 間 内 に お い て 、 複 数 の サ ポ ー ト ジ ャ ッ キ を 組 込 ん
だ 免 震 装 置 を 前 記 柱 直 下 に 設 置 す る 工 程 、
前 記 サ ポ ー ト ジ ャ ッ キ 間 に 油 圧 ジ ャ ッ キ を 配 置 し 、 油 圧 を か け る こ と に よ り 柱 荷 重 に 相 当
す る プ レ ロ ー ド を 導 入 し 、 構 造 物 荷 重 を 周 縁 地 盤 か ら 免 震 装 置 に 移 し 換 え た 後 、 前 記 サ ポ
ー ト ジ ャ ッ キ を 所 定 高 さ 位 置 に 固 定 し 、 次 い で 油 圧 ジ ャ ッ キ の 油 圧 を 除 去 し 、 サ ポ ー ト ジ
ャ ッ キ の 間 か ら 撤 去 す る 工 程 、
免 震 装 置 周 縁 を 拡 幅 掘 削 す る 工 程 、
以 上 の 作 業 を 柱 毎 に 繰 返 し 、 既 存 構 造 物 の 他 方 の 側 面 に 到 達 し た ら 前 記 免 震 装 置 下 部 に 新
築 コ ン ク リ ー ト 基 礎 を 構 築 す る 工 程 、
以 上 の 各 工 程 を 各 柱 列 毎 に 繰 返 し た 後 、 隣 接 す る コ ン ク リ ー ト 基 礎 同 士 を 打 継 い で 一 体 化
す る 工 程 、
と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 既 存 構 造 物 の 免 震 化 工 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 免 震 装 置 は 、 柱 位 置 に お け る ト ン ネ ル 状 空 間 の 床 部 に 位 置 決 め 設 置 さ れ る 下 部 フ レ ー
ム と 、 下 部 フ レ ー ム の 上 部 に 設 置 さ れ 、 か つ 上 下 の プ レ ー ト 間 に 高 さ 調 整 可 能 に 配 置 さ れ
た 複 数 の サ ポ ー ト ジ ャ ッ キ を 備 え た サ ポ ー ト フ レ ー ム と 、 サ ポ ー ト フ レ ー ム 上 に 設 置 さ れ
る 積 層 ゴ ム か ら な る 免 震 装 置 本 体 と 、 装 置 本 体 上 部 に 設 置 さ れ 、 か つ 既 設 構 造 物 基 礎 の 下
面 に 接 す る 上 部 フ レ ー ム と を 備 え 、
前 記 下 部 フ レ ー ム か ら 順 に 構 造 物 の 柱 直 下 に ス タ ッ ク 状 態 に 組 立 て ら れ た 後 、 前 記 下 部 フ
レ ー ム は 、 新 築 コ ン ク リ ー ト 基 礎 の 内 部 に 一 体 化 さ れ る と と も に 、 上 部 フ レ ー ム は コ ン ク
リ ー ト に 一 体 化 さ れ て 前 記 免 震 装 置 本 体 の 上 部 フ ー チ ン グ を 構 成 し 、 プ レ ロ ー ド 導 入 後 、
前 記 サ ポ ー ト フ レ ー ム は コ ン ク リ ー ト に 一 体 化 さ れ て 免 震 装 置 本 体 の 下 部 フ ー チ ン グ を 構
成 す る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 既 存 構 造 物 の 免 震 化 工 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 サ ポ ー ト ジ ャ ッ キ が ネ ジ 昇 降 式 の も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記
載 の 既 存 構 造 物 の 免 震 化 工 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 既 存 構 造 物 の 免 震 化 工 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
既 存 構 造 物 を 免 震 化 す る 耐 震 改 修 工 法 と し て 免 震 レ ト ロ フ ィ ッ ト が 知 ら れ て い る 。 こ の 工
法 で は 、 既 存 コ ン ク リ ー ト 基 礎 構 造 物 の 地 中 梁 に 当 る 部 分 の み を 先 行 掘 削 し 、 新 築 基 礎 を
構 築 し た 後 、 そ の 上 部 プ レ ロ ー ド を 導 入 し た 免 震 装 置 を 設 置 し 、 荷 重 を 伝 達 す る 各 部 分 を
グ ラ ウ ト し た 上 で 免 震 基 礎 構 造 物 の 全 体 を 完 成 さ せ る も の で あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ を
参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ７ ９ １ ６ １ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 こ の よ う な 従 来 の 工 法 で は 、 地 中 梁 の 掘 削 に 際 し 、 仮 受 け ジ ャ ッ キ の 数 が
多 く な る た め 、 施 工 が 煩 雑 と な る 。 ま た 、 一 時 的 に 仮 受 け ジ ャ ッ キ で 構 造 物 を 支 持 す る た
め 、 不 安 定 な も の と な ら ざ る を 得 ず 、 他 の 安 定 化 工 法 を 併 用 す る 必 要 が あ っ た 。 さ ら に 、
こ の 工 法 で は 、 免 震 装 置 の 設 置 が 最 後 と な り 、 こ の 段 階 で は 構 造 物 の ジ ャ ッ キ ア ッ プ な ど
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が で き な い た め 、 変 形 、 応 力 の 制 御 が で き な い も の と な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 以 上 の よ う な 従 来 の 工 法 の 課 題 を 解 決 す る も の で あ り 、 免 震 化 施 工 中 に お け る
構 造 物 の 安 定 性 を 確 保 で き る う え 、 工 事 進 捗 と と も に そ の 効 果 を 向 上 で き 、 ま た 仮 受 ジ ャ
ッ キ の 設 置 お よ び 撤 去 な ど の 煩 雑 な 手 間 の な い 既 存 構 造 物 の 免 震 化 工 法 を 提 供 す る こ と を
目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 工 法 は 、 既 存 構 造 物 の 一 方 の 側 面 か ら 他 方 の 側 面 に 向 け
て 、 既 存 構 造 物 の 柱 直 下 に お け る 基 礎 下 部 を 所 定 の 幅 で ト ン ネ ル 状 に 掘 削 す る 工 程 、 前 記
工 程 に よ り 掘 削 さ れ た ト ン ネ ル 状 空 間 内 に お い て 、 複 数 の サ ポ ー ト ジ ャ ッ キ を 組 込 ん だ 免
震 装 置 を 前 記 柱 直 下 に 設 置 す る 工 程 、 前 記 サ ポ ー ト ジ ャ ッ キ 間 に 油 圧 ジ ャ ッ キ を 配 置 し 、
油 圧 を か け る こ と に よ り 柱 荷 重 に 相 当 す る プ レ ロ ー ド を 導 入 し 、 構 造 物 荷 重 を 周 縁 地 盤 か
ら 免 震 装 置 に 移 し 換 え た 後 、 前 記 サ ポ ー ト ジ ャ ッ キ を 所 定 高 さ 位 置 に 固 定 し 、 次 い で 油 圧
ジ ャ ッ キ の 油 圧 を 除 去 し 、 サ ポ ー ト ジ ャ ッ キ の 間 か ら 撤 去 す る 工 程 、 免 震 装 置 周 縁 を 拡 幅
掘 削 す る 工 程 、 以 上 の 作 業 を 柱 毎 に 繰 返 し 、 既 存 構 造 物 の 他 方 の 側 面 に 到 達 し た ら 前 記 免
震 装 置 下 部 に 新 築 コ ン ク リ ー ト 基 礎 を 構 築 す る 工 程 、 以 上 の 各 工 程 を 各 柱 列 毎 に 繰 返 し た
後 、 隣 接 す る コ ン ク リ ー ト 基 礎 同 士 を 打 継 い で 一 体 化 す る 工 程 、 と を 備 え た こ と を 特 徴 と
す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
従 っ て 、 本 発 明 工 法 で は 、 掘 削 施 工 中 で は 免 震 装 置 そ の も の が 仮 受 ジ ャ ッ キ 代 り と な り 、
ま た 柱 列 掘 削 完 了 後 、 新 築 コ ン ク リ ー ト 基 礎 の 施 工 と 同 時 に 構 造 物 を 免 震 装 置 に よ り 支 持
で き る た め 、 施 工 中 に お け る 安 定 性 を 確 保 で き る 上 に 、 工 事 進 捗 に 応 じ て そ れ ら の 効 果 も
増 加 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の う ち 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 で は 、 前 記 免 震 装 置 は 、 柱 位 置 に お け る ト ン ネ ル 状 空
間 の 床 部 に 位 置 決 め 設 置 さ れ る 下 部 フ レ ー ム と 、 下 部 フ レ ー ム の 上 部 に 設 置 さ れ 、 か つ 上
下 の プ レ ー ト 間 に 高 さ 調 整 可 能 に 配 置 さ れ た 複 数 の ね じ 昇 降 式 サ ポ ー ト ジ ャ ッ キ を 備 え た
サ ポ ー ト フ レ ー ム と 、 サ ポ ー ト フ レ ー ム 上 に 設 置 さ れ る 積 層 ゴ ム か ら な る 免 震 装 置 本 体 と
、 装 置 本 体 上 部 に 設 置 さ れ 、 か つ 既 設 構 造 物 基 礎 の 下 面 に 接 す る 上 部 フ レ ー ム と を 備 え 、
前 記 下 部 フ レ ー ム か ら 順 に 構 造 物 の 柱 直 下 に ス タ ッ ク 状 態 に 組 立 て ら れ た 後 、 前 記 下 部 フ
レ ー ム は 、 コ ン ク リ ー ト 基 礎 の 内 部 に 一 体 化 さ れ る と と も に 、 上 部 フ レ ー ム は コ ン ク リ ー
ト に 一 体 化 さ れ て 前 記 免 震 装 置 本 体 の 上 部 フ ー チ ン グ を 構 成 し 、 プ レ ロ ー ド 導 入 後 前 記 サ
ポ ー ト フ レ ー ム は コ ン ク リ ー ト に 一 体 化 さ れ て 免 震 装 置 本 体 の 下 部 フ ー チ ン グ を 構 成 す る
も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
従 っ て 、 本 発 明 に あ っ て は 、 各 部 材 の 機 能 を 十 分 に 活 用 し つ つ 、 最 終 的 に 装 置 本 体 を 除 く
各 部 材 は 、 新 築 コ ン ク リ ー ト 基 礎 の 鉄 骨 材 、 お よ び 装 置 本 体 の 上 下 フ ー チ ン グ の 鉄 骨 材 と
し て 利 用 で き 、 施 工 後 の 撤 去 な ど の 手 数 を 省 略 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 の 形 態 に つ き 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は
、 本 発 明 工 法 に よ る 施 工 手 順 の 概 略 を 示 す も の で あ っ て 、 平 面 が 長 方 形 の 既 存 構 造 物 １ に
は 、 そ の 縦 横 の 交 点 位 置 に 柱 が 配 置 さ れ て お り 、 こ の 構 造 物 １ の 基 礎 下 部 に お け る 各 柱 位
置 該 当 個 所 に 免 震 装 置 を 組 込 む も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま ず （ ａ ） に 示 す よ う に 、 構 造 物 １ の 長 手 方 向 一 側 部 全 体 を 掘 削 し て 周 囲 地 盤 か ら 縁 切 り
し た 状 態 で 、 そ の 基 礎 の 下 部 を 構 造 物 １ の 長 手 方 向 に 直 交 し て 所 定 幅 で 複 数 の ト ン ネ ル ２
を 掘 削 す る 。 ト ン ネ ル ２ が 最 初 の 柱 位 置 下 部 ま で 到 達 し た ら 、 （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 免 震
装 置 ３ を 柱 直 下 に 配 置 し 、 プ レ ロ ー ド を 導 入 し て 構 造 物 １ の 基 礎 を 仮 受 支 持 す る 。 次 い で

10

20

30

40

50

(3) JP 2004-143671 A 2004.5.20



免 震 装 置 ３ の 周 囲 を 拡 幅 掘 削 し 、 さ ら に ト ン ネ ル ２ を 掘 削 し て 次 の 柱 位 置 に 到 達 さ せ る 。
ト ン ネ ル ２ が 次 の 柱 位 置 に 到 達 し た ら 、 （ ｃ ） に 示 す よ う に 次 の 柱 位 置 に 免 震 装 置 ３ の 設
置 と プ レ ロ ー ド の 導 入 お よ び 拡 幅 掘 削 作 業 を 行 う 。
以 上 の 作 業 の 繰 返 し に よ り 、 （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 構 造 物 １ の 他 方 側 側 面 ま で 到 達 し た な
ら ば 、 各 免 震 装 置 ３ の 下 半 部 に 新 築 コ ン ク リ ー ト 基 礎 ４ を 打 設 構 築 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
同 様 な 作 業 を 構 造 物 １ の 一 側 部 か ら 他 側 部 に 向 け て 各 柱 列 毎 に 行 う こ と で 、 （ ｎ ） に 示 す
よ う に 各 柱 の 直 下 全 体 に 免 震 装 置 ３ が 配 置 さ れ る 。 そ し て 隣 合 う コ ン ク リ ー ト 基 礎 ４ の 間
を 一 体 に 打 ち 継 ぐ こ と で 、 既 存 構 造 物 １ は 、 地 盤 か ら 切 離 さ れ 、 一 体 化 さ れ た 新 築 コ ン ク
リ ー ト 基 礎 ４ 上 に 配 置 さ れ た 複 数 の 免 震 装 置 ３ に 支 持 さ れ た 構 造 物 １ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 ２ 、 図 ３ は 以 上 の 施 工 手 順 に お け る 詳 細 を 示 す も の で あ る 。 ま ず 、 各 図 （ ａ ） に 示 す よ
う に 、 周 囲 地 盤 よ り 縁 切 り さ れ た 既 存 構 造 物 １ の 一 側 部 に お け る 柱 の 縦 列 位 置 直 下 の 底 版
基 礎 下 部 を 他 側 部 側 に 向 け て バ ッ ク ホ ウ ［ Ｂ Ｆ ］ 、 そ の 他 の 掘 削 機 械 な ど を 駆 使 し て 掘 削
す る こ と に よ り 、 構 造 物 １ の 基 礎 を 天 井 面 と す る ト ン ネ ル ２ を 形 成 し 、 ト ン ネ ル ２ 内 の 床
面 整 地 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ４ 】
次 に 、 （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ト ン ネ ル ２ 内 に お け る 柱 位 置 直 下 に お い て 床 面 と 基 礎 間 に 免
震 装 置 ３ を 設 置 す る 。 な お 、 免 震 装 置 ３ の 詳 細 に つ い て は 後 述 す る 。 次 い で 、 （ ｃ ） に 示
す よ う に 、 免 震 装 置 ３ に 仮 受 プ レ ロ ー ド （ 図 ３ に 矢 印 、 図 ４ に 黒 丸 で 示 す ） を 導 入 し て 構
造 物 １ を 免 震 装 置 ３ 上 に 仮 受 支 持 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
そ の 後 、 （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 免 震 装 置 ３ の 周 囲 を 拡 幅 掘 削 す る と と も に 、 同 様 に し て 先
行 基 礎 下 を 掘 削 し 、 ト ン ネ ル ２ を 形 成 し つ つ 、 免 震 装 置 ３ の 設 置 と 仮 受 プ レ ロ ー ド の 導 入
、 お よ び 拡 幅 掘 削 を 列 完 了 ま で 繰 返 す 。 そ の 列 が 完 了 し た な ら ば 、 （ ｅ ） に 示 す よ う に 、
免 震 装 置 ３ の 下 半 部 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 し 、 コ ン ク リ ー ト の 養 生 を 行 う こ と で 新 築 コ ン
ク リ ー ト 基 礎 ４ が 完 成 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
養 生 後 は 、 （ ｆ ） に 示 す よ う に 必 要 に 応 じ て 本 受 プ レ ロ ー ド （ 図 ３ に 矢 印 、 図 ４ に 黒 丸 で
示 す ） を 導 入 し て 構 造 物 １ を 各 列 毎 に 免 震 装 置 ３ を 介 し て コ ン ク リ ー ト 基 礎 ４ 上 に 本 受 支
持 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ４ は 、 前 述 の 免 震 装 置 ３ の 詳 細 構 造 を 示 す も の で あ り 、 （ ａ ） は 分 解 図 、 （ ｂ ） は 組 立
図 で あ る 。 図 に お い て 、 免 震 装 置 ３ は 、 下 部 フ レ ー ム ３ ０ と 、 下 部 フ レ ー ム ３ ０ 上 に 設 置
さ れ る サ ポ ー ト フ レ ー ム ３ １ と 、 サ ポ ー ト フ レ ー ム ３ １ 上 に 設 置 さ れ る 免 震 装 置 本 体 ３ ２
と 、 装 置 本 体 ３ ２ 上 に 設 置 さ れ る 上 部 フ レ ー ム ３ ３ と か ら 分 割 構 成 さ れ 、 施 工 現 場 に お い
て 下 部 フ レ ー ム ３ ０ か ら 順 に 組 立 て ら れ 、 （ ｂ ） に 示 す よ う に ス タ ッ ク 状 態 に 一 体 化 さ れ
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
下 部 フ レ ー ム ３ ０ は 、 鉄 板 か ら な る 上 下 の プ レ ー ト ３ ０ １ ， ３ ０ ２ 間 に 、 例 え ば ４ 本 の Ｈ
形 鋼 か ら な る 脚 部 ３ ０ ３ を 配 置 し 、 各 脚 部 ３ ０ ３ の 外 側 下 部 に 補 強 プ レ ー ト ３ ０ ４ を 配 置
し 、 各 部 を 溶 接 で 一 体 化 し た も の で あ り 、 後 述 す る コ ン ク リ ー ト 打 設 時 に お い て 、 内 部 に
一 体 に 埋 設 さ れ 、 コ ン ク リ ー ト 基 礎 ４ の 鉄 骨 材 と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
サ ポ ー ト フ レ ー ム ３ １ は 、 上 下 の プ レ ー ト ３ １ １ ， ３ １ ２ 間 に ４ 本 の ね じ 昇 降 式 の サ ポ ー
ト ジ ャ ッ キ ３ １ ３ を 配 置 し た も の あ る 。 各 サ ポ ー ト ジ ャ ッ キ ３ １ ３ は 、 図 ４ （ ｂ ） の 一 部
に 拡 大 し て 示 す よ う に 、 ス リ ー ブ ３ １ ３ ａ と 、 ス リ ー ブ ３ １ ３ ａ の 上 部 に 突 出 し た 雄 ね じ
部 ３ １ ３ ｂ お よ び 上 部 側 雄 ね じ 部 ３ １ ３ ｂ と 、 両 雄 ね じ 部 ３ １ ３ ｂ 間 に 連 結 さ れ た 手 回 し
調 整 用 ナ ッ ト 部 ３ １ ３ ｃ か ら な り 、 両 雄 ね じ 部 ３ １ ３ ｂ は 互 い に 切 離 さ れ 、 ナ ッ ト 部 ３ １
３ ｃ の 回 転 調 整 に よ り 上 部 側 雄 ね じ 部 ３ １ ３ ｂ を 昇 降 さ せ て 高 さ 調 整 を 可 能 と し 、 こ の 上
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部 側 雄 ね じ 部 ３ １ ３ ｂ に 連 結 し た 上 部 プ レ ー ト ３ １ ２ を 昇 降 可 能 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
な お 、 各 サ ポ ー ト ジ ャ ッ キ ３ １ ３ の 隙 間 に は 手 動 ジ ャ ッ キ あ る い は 油 圧 ジ ャ ッ キ が 配 置 さ
れ 、 天 端 レ ベ ル 調 整 、 ま た は プ レ ロ ー ド 時 に お け る 加 圧 調 整 を 行 う よ う に な っ て い る 。 そ
し て 、 こ の サ ポ ー ト フ レ ー ム は 、 最 終 段 階 で 装 置 本 体 ３ ２ の 下 部 を 支 持 す る 下 部 フ ー チ ン
グ の 鉄 骨 材 と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
装 置 本 体 ３ ２ は 、 上 下 の プ レ ー ト ３ ２ １ ， ３ ２ ２ 間 に 積 層 ゴ ム な ど の 免 震 部 材 ３ ２ ３ を 配
置 し た も の で あ る 。 ま た 、 上 部 フ レ ー ム ３ ３ は 、 Ｈ 形 鋼 か ら な る ４ 本 の 鉛 直 フ レ ー ム ３ ３
１ の 上 下 に プ レ ー ト ３ ３ ２ を 一 体 に 設 け た も の で 、 床 版 基 礎 １ ａ を 上 部 プ レ ー ト ３ ３ ２ で
支 持 す る 。 最 終 的 に は 、 装 置 本 体 ３ ２ の 上 部 を 支 持 す る 上 部 フ ー チ ン グ の 鉄 骨 材 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
以 上 の 免 震 装 置 ３ を 構 成 す る 各 部 材 は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 構 造 物 １ の 一 側 部 に 開 口 さ れ
た 発 進 位 置 と な る 開 口 部 を 荷 降 し 孔 １ ０ と し 、 地 表 部 Ｇ Ｌ に 配 置 し た レ ッ カ ー 車 ［ Ｃ Ｖ ］
に よ り 、 資 材 を つ り 降 ろ し 、 ト ン ネ ル ２ 内 に 配 置 さ れ た フ ォ ー ク リ フ ト ［ Ｆ Ｌ ］ を つ り 降
ろ し 位 置 と 組 立 て 位 置 を 往 復 さ せ て 、 順 次 ス タ ッ ク 状 態 に 組 立 て が な さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
な お 、 図 ５ 中 符 号 １ １ は 、 開 口 部 壁 面 に 配 置 さ れ た 鋼 矢 板 な ど の 土 留 め 材 、 １ ２ は 荷 降 し
孔 １ ０ の 開 口 縁 に 設 け た 落 下 養 生 用 の 手 す り 、 １ ４ は つ り 降 ろ し 位 置 に 設 置 さ れ た 資 材 設
置 用 の 床 版 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に 、 以 上 の 免 震 装 置 ３ の 施 工 現 場 に お け る 組 立 て 施 工 手 順 を 図 ６ お よ び こ れ に 引 続 く 図
７ を 用 い て 説 明 す る 。 ま ず 、 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 前 記 掘 削 時 に お い て 、 構 造 物 床 版
基 礎 １ ａ の 底 部 に 配 置 さ れ た 割 栗 石 の 撤 去 お よ び 、 既 存 捨 て コ ン ク リ ー ト を は つ り 取 っ て
基 礎 １ ａ の 天 井 面 を 平 滑 に 仕 上 げ 、 次 い で ト ン ネ ル ２ の 掘 削 床 ２ ａ を 床 付 け 掘 削 し 、 平 滑
に 仕 上 げ る 。 そ の 後 基 礎 １ ａ の 天 井 面 に 通 り 芯 Ｏ 、 す な わ ち 柱 芯 の 墨 出 し を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
次 に 、 （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 上 部 ア ン カ ー １ ｂ を 削 孔 し 、 床 ２ ａ 上 に 床 付 整 形 と 不 陸 調 整
用 の 砂 撒 き （ 図 示 省 略 ） を 行 い 、 下 部 フ レ ー ム ３ ０ を 通 り 芯 Ｏ に 添 っ て 位 置 決 め 設 置 し た
後 、 上 部 フ ラ ン ジ ３ ０ １ 上 に 油 圧 ジ ャ ッ キ ５ ０ を 設 置 し 、 油 圧 ジ ャ ッ キ ４ ０ の 駆 動 に よ り
予 備 載 荷 を か け て 下 部 フ ラ ン ジ ３ ０ ２ を 床 と な る 地 盤 と な じ ま せ 、 そ の 後 油 圧 を 除 去 し て
ジ ャ ッ キ ５ ０ を 撤 去 す る 。 下 部 フ レ ー ム ３ ０ の 水 平 度 は 水 準 器 を 当 て て 確 認 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
次 い で 、 （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 サ ポ ー ト フ レ ー ム ３ １ を 下 部 フ レ ー ム ３ ０ 上 に 位 置 決 め 設
置 し 、 仮 固 定 ボ ル ト に よ り 下 部 フ レ ー ム ３ ０ に 連 結 す る 。 引 続 き （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 サ
ポ ー ト フ レ ー ム ３ １ 上 に 、 装 置 本 体 ３ ２ ， 上 部 フ レ ー ム ３ ３ を 位 置 決 め 設 置 し 、 天 端 レ ベ
ル 調 整 の た め 、 各 サ ポ ー ト ジ ャ ッ キ ３ １ ３ の ね じ 込 み 調 整 を 行 い 、 上 部 フ レ ー ム ３ ３ の 上
部 側 プ レ ー ト ３ ３ ２ と 基 礎 １ ａ と の 間 に 無 収 縮 モ ル タ ル を 充 填 し 固 化 さ せ て お く 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
そ の 後 、 （ ｅ ） に 示 す よ う に 、 サ ポ ー ト フ レ ー ム ３ １ に お け る 各 サ ポ ー ト ジ ャ ッ キ ３ １ ３
間 に 油 圧 ジ ャ ッ キ ５ ２ を 配 置 す る 。 こ の 油 圧 ジ ャ ッ キ ５ ２ は ３ ０ ０ ｔ 型 で 、 合 計 ４ つ で あ
り 、 分 岐 油 圧 配 管 に よ り 油 圧 ポ ン プ に 集 中 接 続 し 、 ロ ー ド セ ル な ど の 変 位 計 を 下 部 フ レ ー
ム ３ ０ に 付 加 し 、 相 対 変 位 を 測 定 す る と と も に 、 圧 力 計 な ど に よ り 加 圧 力 を 測 定 し つ つ 、
油 圧 ポ ン プ の 駆 動 に よ り 油 圧 ジ ャ ッ キ ５ ２ を 加 圧 し 、 仮 受 プ レ ロ ー ド を 導 入 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
油 圧 ジ ャ ッ キ ５ ２ に よ る 載 荷 荷 重 は 計 画 に 応 じ た 値 と し 、 プ レ ロ ー ド 導 入 状 態 で 、 サ ポ ー
ト フ レ ー ム ３ １ の 上 部 側 プ レ ー ト ３ １ １ は 上 昇 し 、 こ れ に 支 持 さ れ た 装 置 本 体 ３ ２ 、 上 部
フ レ ー ム ３ ３ を 基 礎 １ ａ 側 に 押 し つ け る 。 次 い で 、 サ ポ ー ト ジ ャ ッ キ ３ １ ３ の サ ポ ー ト ネ
ジ を 手 締 め に よ り 上 昇 さ せ て そ の 上 端 を 上 部 側 プ レ ー ト ３ １ １ に 所 定 の 緊 結 力 で 接 触 さ せ
た 後 、 油 圧 ジ ャ ッ キ ４ ２ を 減 圧 す る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
こ の 状 態 で 、 油 圧 ジ ャ ッ キ ４ ２ に 加 わ っ た 加 圧 力 は 各 サ ポ ー ト ジ ャ ッ キ ３ １ ３ に 移 し 替 え
ら れ 、 各 サ ポ ー ト ジ ャ ッ キ ３ １ ３ に よ り 導 入 さ れ た 加 圧 力 に 相 当 し た 仮 受 支 持 力 を 維 持 で
き る こ と に な る 。 次 い で （ ｆ ） に 示 す よ う に 、 油 圧 ジ ャ ッ キ ４ ２ を 撤 去 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
以 上 の 組 立 て と プ レ ロ ー ド 導 入 作 業 お よ び ト ン ネ ル ２ の 先 行 掘 削 と 拡 幅 掘 削 作 業 が 一 柱 列
分 終 了 し た ら 、 図 ７ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 前 述 の ご と く 下 部 フ レ ー ム ３ ０ を 埋 設 し た 状 態
で 前 記 コ ン ク リ ー ト 基 礎 ４ を 構 築 す る と と も に 、 上 部 フ レ ー ム ３ ３ の 周 囲 に 上 部 フ ー チ ン
グ ４ ａ を 構 築 す る 。 そ の 手 順 は 、 以 下 の 通 り で あ る 。
▲ １ ▼ 砕 石 敷 設 と 捨 て コ ン ク リ ー ト の 打 設
▲ ２ ▼ 耐 圧 版 配 筋 と 、 上 部 フ ー チ ン グ ４ ａ の 部 分 に 対 す る 配 筋
▲ ３ ▼ 耐 圧 版 打 継 ぎ 部 に お け る ラ ス 型 枠 組
▲ ４ ▼ 上 部 フ ー チ ン グ ４ ａ に 対 す る 型 枠 組
▲ ５ ▼ コ ン ク リ ー ト 打 設
そ し て 、 コ ン ク リ ー ト の 養 生 と 型 枠 撤 去 後 、 必 要 に 応 じ て 油 圧 ジ ャ ッ キ ５ ２ に よ る 本 受 け
プ レ ロ ー ド を 再 度 導 入 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
そ の 後 （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 基 礎 ４ の 上 面 に お け る 各 サ ポ ー ト フ レ ー ム ３ １ の 周 囲 に 立 上
げ コ ン ク リ ー ト か ら な る 下 部 フ ー チ ン グ ４ ｂ を 構 築 す る 。 こ の 手 順 は 、 以 下 の 通 り で あ る
。
▲ １ ▼ サ ポ ー ト ジ ャ ッ キ ３ １ ３ の 中 空 内 部 に グ ラ ウ ト を 注 入 し 、 高 さ 位 置 固 定 。 こ れ は ね
じ の ゆ る み に よ る プ レ ロ ー ド の 低 下 を 防 止 す る 処 置 で あ る 。
▲ ２ ▼ 配 筋 お よ び 型 枠 組
▲ ３ ▼ コ ン ク リ ー ト 打 設 、 養 生 後 型 枠 撤 去
以 上 に よ り 、 一 列 分 の コ ン ク リ ー ト 基 礎 ４ が 形 成 さ れ 、 上 下 の フ ー チ ン グ ４ ａ ， ４ ｂ を 介
し て 各 柱 位 置 の 直 下 に 免 震 装 置 本 体 ３ ２ が 介 在 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 ８ （ ａ ） ， （ ｂ ） は 全 柱 列 の 施 工 を 完 了 し て 仕 上 っ た 構 造 物 １ の 正 断 面 お よ び 側 断 面 を
示 す も の で 、 各 列 の コ ン ク リ ー ト 基 礎 ４ は 打 継 が れ て 地 盤 に 一 体 化 さ れ た 状 態 に 完 成 し 、
ま た 、 構 造 物 １ の 各 柱 直 下 を 基 礎 ４ 上 に 配 置 さ れ た 免 震 装 置 ３ で 支 持 し 、 こ れ に よ っ て 構
造 物 １ は 地 盤 か ら 完 全 に 縁 切 り さ れ 、 以 後 免 震 構 造 物 と し て 機 能 す る の で あ る 。
な お 、 図 ８ （ ｂ ） 中 に 符 号 ６ ０ で 示 す も の は 、 施 工 後 期 に 免 震 装 置 ３ に 接 続 さ れ た オ イ ル
ダ ン パ ー で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の 説 明 に よ り 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 に よ る 既 存 構 造 物 の 免 震 化 工 法 に よ れ ば 、 他 の
安 定 化 工 法 を 併 用 す る こ と な く 、 免 震 化 施 工 中 に お け る 構 造 物 の 安 定 性 を 確 保 で き る う え
、 工 事 進 捗 と と も に そ の 効 果 を 向 上 で き 、 ま た 仮 受 ジ ャ ッ キ の 設 置 お よ び 撤 去 な ど の 煩 雑
な 手 間 も 省 略 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 （ ａ ） ～ （ ｎ ） は 本 発 明 に か か る 免 震 化 工 法 の 概 略 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ ａ ） ～ （ ｆ ） は 同 施 工 手 順 を 示 す 説 明 用 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ ａ ） ～ （ ｆ ） は 同 施 工 手 順 を 示 す 説 明 用 平 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ ａ ） （ ｂ ） は 免 震 装 置 を 構 成 す る 各 部 材 の 分 解 図 、 お よ び 組 立 て 状 態 を 示 す 斜
視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 資 材 の 供 給 形 態 を 示 す 説 明 用 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 （ ａ ） ～ （ ｆ ） は 免 震 装 置 の 組 立 て 施 工 手 順 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 （ ａ ） ， （ ｂ ） は 図 ６ に 引 続 く 施 工 手 順 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 （ ａ ） ， （ ｂ ） 構 造 物 の 施 工 完 成 状 態 を 示 す 正 断 面 図 お よ び 側 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
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１ 　 　 既 存 構 造 物
１ ａ 　 床 版 基 礎
２ 　 　 ト ン ネ ル
２ ａ 　 掘 削 床
３ 　 　 免 震 装 置
３ ０ 　 下 部 フ レ ー ム
３ １ 　 サ ポ ー ト フ レ ー ム
３ ２ 　 免 震 装 置 本 体
３ ３ 　 上 部 フ レ ー ム
３ １ ３ 　 ね じ 昇 降 式 サ ポ ー ト ジ ャ ッ キ
５ ２ 　 油 圧 ジ ャ ッ キ
４ 　 　 新 築 コ ン ク リ ー ト 基 礎
４ ａ 　 上 部 フ ー チ ン グ
４ ｂ 　 下 部 フ ー チ ン グ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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